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本部究では自動車の渋滞の嶺子を掻憲レだ実験E霊｛象台、ら、各自動車のi立墨と速度の

データを抽出し OV(Optimal V邑locity）モデル［1］の各定数を求める。

ov モヂルでi謀、それぞれの自動車の加速度I立、

~ニ α JV0p(Lix） 一生！
dt2 I " I 

で吾えられる。ムzが輩頭距離、控室交 αl立感度である。 ov 関童文民p（ムめは以下のよ

うに定められる。

ル（ムx) = ~ヂトnh(2 ·与さ）十 Cbias]
このうち、 Vm問、 d、 w、 Cbiα8 を実験データから求める。

実験方法は以下のよう珪ちのである。クラウンド上を 25 台の自動車が差告する。各

ドライ1\-1こi説、前の車と雷突せず、追い越さないよう！こレながら速度を調節するよ

うに指示されている。この状態で道行を続けてもらい、その横子を鐘艶レだピヂオか
ら静iと圏を抽出レ、エッジ抽出を古い、そこから ov 関数のさきパラメータを求める。

〈圏 l 参開〉

実験薗慢のサイズi立、 352 × 240 ピクセルである。置盤上の半径jま 151 t'.'クセルな

ので 1 ピクセル語たむは 29.5cm に栂当する。工ッジ抽出処理をし、サーキット詣蘭

部の潤定区間から、 30 フレーム毎の輩の車頭距離と速度を求めだ。
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国 1: I霊像解析の調路

車輔の先頭のピクセルを車の~標（x）とレて 30 フレーム毎！こ筆頭file離と速度をj則

定する。画1撃のさ王上の~曜を（0,0）とし、（76,180）～（265ラ191）の矩形を測定区間とす

る。 1 フレームは 0.0334sec 悲ので 30 フレームi立 1.002sec になる。喜重盟距離ムz iま前
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実際、のコース 画像で見えるコース

鴎 2：画i象の前璽を藍隷形！こみだてて一次元上のmt票（文）を特定する。

速度は 30 フレ 2 

嬬〕

描出したヂータをブ口ットし、フィッティングによって樗疋結果が図 3である。闇

41立極東らによる観潤データのグラフである。ムzが小さい範囲でデータがブ由ツ卜

されていZまいのid:，自動車の畏さによるものであると警えられる。各自艶牽の裏さ1Jt

約 5m、最IJ＼車間距離が約 2m あると考えられる。層 3 のり＞ 60km/h よむ上部iこブ

むッ卜されたちのは、エッジ抽出処理をしだ時！こ現れたノイズが属関であると皆、われ

る。国 3でブ口ッ卜された 44571置のヂー告を縦軸 2km/h、横軸 lm刻みで 60 × 60 の

描子！こ分割して在下の睦諜とその範囲の点の密度をグラフにレだちのが鴎 5である。

連麗 7km/h 柑Jlilこ現れているピークが渋滞在京していると雷、われる。｛也iこちJj

llJが現れだが、それらはフイツテイングされだグラフの上下に踊れてし

る。求められた ov 関数のパラメータを襲 1!こ訴す。 w i羽田ま輩記せず、 d1<1: 1/3 以

下、 Vm闘は半分iこ在り、グラフの｛壊さId:保たれだまま速度がスケールダウンされてい

るのが分かる。
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図 4：板東ら（1995）による ov関数

. 

表 1: ov 関数の各パラメータの比較

Vniaz I d I W I 匂M
33.6 I 25 I 23.3 I o.913 

0.277 28.9 6.83 18.6 

板東ら（1995)

本研究
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留 5：；本研究のデータの密産分布
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